
タイトル 作者1 作者2 発行所 備考1 発行年
障害とは何か－ディスアビリティの社会理論に向けて 星加良司 生活書院 ◎▽07.4.13 n14 2007
「素朴唯物論を支持する」 立岩真也 青土社 △▽14.12.23 b282 n50
「多元性という曖昧なもの」 立岩真也 東信堂 ○01.1.28 2000
「リハビリテーション再考」 杉野昭博 東信堂 ◎01.1.23 2000
「社会モデルは<知的障害>を包摂し得たか」(障害学研究編集委員会) 田中耕一郎 障害学会（明石書店）△08.6.28 b16 2008
「空虚な～堅い～緩い自己決定」 立岩真也 青土社 △98.10.3 1998
「未知による連帯の限界」 立岩真也 青土社 △98.10.10 1998
「自立のために」 白石嘉冶 立岩真也 青土社 △  n14 2006
立岩「書評」と榊原「リプライ」(『障害学研究14』所収) 立岩真也 榊原賢二郎 明石書店 △19.3.27　b488 n78
「「社会モデル」以後の現代障害学における「新たな関係の理論」の
探究」

辰己一輝 岩波書店 △22.6.5　b596 n122 2022

「2000年代以後の障害学における 理論 的展開／転回――「 言葉」と
「物」、あるいは「理論」と「実践」の狭間で――」

辰己一輝 △22.6.15 b598 n122 2020

Pride Against Prejudice Jenny Morris NSP
障害学　理論形成と射程 杉野昭博 東京大学出版会 ◎07.7.17　n16 bk 2007
見えないものと見えるもの―社交とアシストの障害学 石川 准 医学書院 ○10.4.6  b89 n22 2004
ALS不動の身体と息する機械 立岩真也 医学書院 ○▽05.1 2004
セクシュアリティの障害学 倉本智明編著 明石書店 △　　05.8.31 2005
障害学研究１ 障害学研究編集委員会 明石書店 ○▽　05.11.7 2005
障害の政治　イギリス障害学の原点 マイケル・オリバー 明石書店 ◎07.1.24 n13 bk 2006
障害学研究２ 障害学研究編集委員会 明石書店 △▽07.7.11 n16 2006
障害者運動と価値形成－日英の比較から 田中耕一郎 現代書館 ○▽07.5.3 n15 2005
希望について 立岩　真也 青土社 ○06.10.20　n11 2006
アイデンティティ・ゲーム―存在証明の社会学 石川 准 新評論 △10.4.2　b88 n22 1992
障害学を語る 石川 准 エンパワメント研究所○▽01.1.28 2000



Disabling Barriers， Enabling Environments Professor John Swain
Sage Publications
Ltd

翻訳本で 2004

Disability and Discourse Analysis (Interdisciplinary Disability
Studies)

Jan Grue Routledge 2014

障害者差別の社会学―ジェンダー・家族・国家 要田 洋江 岩波書店 ◎▽99.10.6 1999
自由の平等―簡単で別な姿の世界 立岩 真也 岩波書店 ○04.1.26 2004

私的所有論 立岩 真也 勁草書房
◎▽97.12.31 99.5.21
ad5 bk

1997

障害者家族を生きる 土屋 葉 勁草書房 ○02.7.24 2002
介助の仕事―街で暮らす／を支える 立岩　真也 筑摩書房 △22.6.19 b599 n122 2021
良い死 立岩 真也 筑摩書房 △▽09.3.19  b38 2008
唯の生 立岩 真也 筑摩書房 △14.4.5 b247 n45 2009
障害を問い直す 松井 彰彦 東洋経済新報社 △▽16.10.30 b368 n62 2011
自閉症連続体の時代 立岩 真也 みすず書房 17.7.28 b396 n65 2014
だれか、ふつうを教えてくれ! 倉本 智明 理論社 △10.4.7 b90 n22 2006
人間の条件　　そんなものない 立岩 真也 理論社 △17.7.28 b397 n65 2010
障害学への招待―社会、文化、ディスアビリティ 石川 准 長瀬 修 明石書店 ◎99.4.25 1999
障害学の主張 石川 准 明石書店 ○▽02.11.28 2002
ディスアビリティ・スタディーズ―イギリス障害学概論 コリン バーンズ 明石書店 ◎04.6.26 bk 2004
障害学研究３ 障害学研究編集委員会編 障害学会 ○▽ b15、16 2008
障害学入門 デビッド ジョンストン 明石書店 2008
障害学研究４ 障害学研究編集委員会 障害学会 △08.12.10 b.28 n19 2008
障害学研究５ 障害学研究編集委員会 明石書店 △10.3.25  b86 n22 2009
障害学研究６ 障害学研究編集委員会 明石書店 △▽10.12.15 b132 n25 2010
イギリス障害学の理論と経験―障害者の自立に向けた社会モデルの実
践―

ジョン スウェイン(編著者) 明石書店
○11.1.12　b133-137
n26

2010



障害学研究7 障害学研究編集委員会 明石書店
○11.6.10一部b159
△11.6.27 b161 n28

2011

共生の障害学―排除と隔離を超えて― 堀 正嗣編著 明石書店 ○16.12.8 b364 n62 2012
障害学研究8 障害学研究編集委員会 明石書店 △12.9.23 b213 n39 2012
障害学研究9 障害学研究編集委員会 明石書店 △13.7.29  b233 n43 2013
障害学研究10　特集Iは 「政策形成における『当事者参画』の経験と
課題」、特集IIは「『当事者学』に未来はあるか」

障害学研究編集委員会 明石書店 △19.4.14 b490 n79 2014

障害学研究11 障害学研究編集委員会 明石書店 △19.4.23 b492 n79 2016
障害学研究12 障害学研究編集委員会 明石書店 △19.4.30 b493 n79 2017
障害学研究13 障害学研究編集委員会 明石書店 △19.5.5 b494 n80 2018
障害学研究14 障害学研究編集委員会 明石書店 △19.5.12 b495 n80 2018
障害学研究15 障害学研究編集委員会編 明石書店 2020
障害学研究16 明石書店 2020
障害学は共生社会をつくれるか―人間解放を求める知的実践 堀正嗣 明石書店 2021
障害学研究17 明石書店 2022
ディスアビリティ現象の教育学-イギリス障害学からのアプローチ 堀正嗣監訳 現代書館 △16.12.21 b366 n62 2014
英国「隔離に反対する身体障害者連盟(UPIAS)」の軌跡: 〈障害〉の社
会モデルをめぐる「起源の物語」

田中 耕一郎 現代書館 ◎17.6.29  b391 n64 2017

社会の障害をみつけよう: 一人ひとりが主役の障害平等研修 久野 研二 現代書館 2018
生を肯定する倫理へ―障害学の視点から 野崎 泰伸 白澤社 △17.8.18 b402 n65 2011
障害学にもとづくソーシャルワーク マイケル・オリバー ボブ・サーペイ 金剛出版 △16.12.26 b367 n62 2010
障害社会学という視座―社会モデルから社会学的反省へ 榊原賢二郎編著 新曜社 △▽20.7.19  b541 n97 2019
弱くある自由へ―自己決定・介護・生死の技術 立岩 真也 青土社 ○01.1.1 2000
税を直す 立岩真也 青土社 △17.6.17 b388 n64 2009
ベーシックインカム 分配する最小国家の可能性 立岩真也 青土社 ○10.4.19 b95 n22 2010
差異と平等 障害とケア/有償と無償 立岩真也 青土社 △17.5.21 b387 n64 2012



造反有理 精神医療現代史へ 立岩真也 青土社 △17.7.18　b394 n65 2013
精神病院体制の終わり -認知症の時代に- 立岩真也 青土社 △17.7.24 b395 n65 2015
相模原障害者殺傷事件 ―優生思想とヘイトクライム― 立岩真也 杉田俊介 青土社 △17.3.6 b386 n63 2016
不如意の身体 ―病障害とある社会― 立岩真也 青土社 △19.3.4 b486 n78 2018
病者障害者の戦後―生政治史点描 立岩真也 青土社 △19.4.6 b489　n78 2018
私的所有論 第2版 立岩真也 生活書院 ○14.12.22増補分　b281 2013
障害学のリハビリテーション―障害の社会モデルその射程と限界 川越 敏司 生活書院 △14.7.8 b256 n46 2013
社会的包摂と身体―障害者差別禁止法制後の障害定義と異別処遇を
巡って

榊原賢二郎 生活書院 ○▽19.3.26 b487 n78 2016

流儀―アフリカと世界に向かい我が邦の来し方を振り返り今後を考え
る二つの対話

稲場 雅紀 立岩真也 生活書院 △17.8.1  b398 n65 2008

手招くフリーク―文化と表現の障害学 倉本 智明 生活書院 △10.10.2　b119 n24 2010
識字の社会言語学 かどや ひでのり編 あべ やすし編 生活書院 △11.1.19 b138 n26 2010


	障害学

